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表 4 消毒処理水の全体毒性の評価に関する文献レビューの対象論文 
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表 5
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表 10  

運用可能日数（日）

原水色度累積負荷上限（度・100m3）

原水ピークカット色度（計器値）（度）

必要除去率（％）
ろ過水色度上限目標（度）

色度負荷（度・100m3/日）
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図 18 B
   オゾン注入量と
 

 

図

B浄水場凝集沈殿処理水における
オゾン注入量と

図 17 浄水処理工程の

浄水場凝集沈殿処理水における
オゾン注入量と DCBQ 生成能の関係

図 20

表 1

長沢原水
長沢配水池水
生田原水
生田配水池水
鷺沼配水池水
潮見台配水池水
末吉配水池水

処理工程の DCBQ

浄水場凝集沈殿処理水における 
生成能の関係 

20 NOM からの

12 浄水場原水及び配水池水の

水源
長沢原水 相模川水系
長沢配水池水 相模川100%
生田原水 地下水
生田配水池水 地下水80%、相模川20%
鷺沼配水池水 地下水20%、相模川50%、酒匂川30%
潮見台配水池水 相模川30%、酒匂川70%
末吉配水池水 相模川40%、酒匂川60%

DCBQ 生成能の挙動

 

 

図19 

からの HBQs の生成経路（推測）

浄水場原水及び配水池水の

相模川水系
相模川100%

地下水80%、相模川20%
地下水20%、相模川50%、酒匂川30%
相模川30%、酒匂川70%
相模川40%、酒匂川60%

生成能の挙動(左: A 浄水場

 芳香族化合物からの

の生成経路（推測）

浄水場原水及び配水池水の DCBQ 濃度

DCBQ濃度(ng/L)

地下水20%、相模川50%、酒匂川30%

浄水場，B浄水場

※他の物質からは生成しなかった。

芳香族化合物からのDCBQ

の生成経路（推測） 

濃度 
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※他の物質からは生成しなかった。
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  表 13 市内給水栓検査地点とその配水池系統         表 14 給水栓水の DCBQ 濃度 

          

    表 15 ハロ酢酸生成能調査   表 16 過去 10 年間の 11月の給水中トリクロロ酢酸濃度 

    

 

 
図 21 浄水場浄水等のジクロロ酢酸の推移とクロロホルムとの相関（上段）およびトリクロロ酢酸

の推移とクロロホルムとの相関（下段） 

市内給水栓検査地点 配水池系統
A 潮見台
B 長沢、潮見台
C 生田
D 鷺沼
E 末吉
F 潮見台
G 末吉
H 鷺沼
I 長沢
J 鷺沼
K 潮見台

検査地点 配水池系統 DCBQ濃度(ng/L)
長沢浄水場 1.7

I 長沢 2.1
生田浄水場 2.2

C 生田 2.0
潮見台配水池 0.9

A 潮見台 1.1
B 長沢、潮見台 1.2
F 潮見台 0.7
K 潮見台 1.0

鷺沼配水池 1.7
D 鷺沼 1.5
H 鷺沼 1.0
J 鷺沼 1.4

末吉配水池 0.9
E 末吉 1.3
G 末吉 0.8

測定日 ﾗﾌｨﾄﾞ藻 

(細胞/ml) 

ｼﾞｸﾛﾛ 

酢酸 

生成能 

(mg/L) 

ﾄﾘｸﾛﾛ 

酢酸 

生成能 

(mg/L) 

平 

成 

24 

年 

6/7 0 0.013 0.017 

7/5 0 0.011 0.013 

8/9 0 0.013 0.011 

9/5 0 0.012 0.013 

10/4 0 0.009 0.010 

11/21 0 0.011 0.009 

12/5 0 0.012 0.014 

平 

成 

26 

年 

10/27 34 0.019 0.033 

10/28 26 0.016 0.033 

10/30 16 0.014 0.028 

11/4 6 0.014 0.025 

11/6 7 0.013 0.024 

 

 ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸 

（mg/L） 

原水ﾗﾌｨﾄﾞ藻 

（細胞/ml） 

粉炭    

（ppm ） 

前塩素  

ppm 

H18    0.003  ―  3.0    0.0  

H19   0.004  ―  0.0    7.0  

H20   0.004  ―  0.0    4.0  

H21   0.004  ―  0.0    5.0  

H22  <0.002  ―  5.0    0.0  

H23    0.003  ―  5.0    0.0  

H24  <0.002  ―  3.0    0.0  

H25    0.019  98  0.0  10.0  

H26    0.003  27  0.0    0.0  

H27  0.006～0.008  20～57  0.0    8.0  


